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新副会頭に戸塚正一郎氏（㈱SUBARU宇都宮製作所）を選任

令
和
3
年
度
第
5
回
常
議
員
会

な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開
催

　本総会で欠員となっていた役員の選任や令和４年度事業計画・収支予算が同意・承認されま
した。新年度も、地域経済の発展に向けてさらに力を注いでまいります。よろしくお願いします。

特集01
令和４年度
事業計画と収支予算

　

令
和
３
年
度
第
５
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通
常

議
員
総
会
を
３
月
24
日
（
木
）
に
市
内
ホ
テ
ル
で

開
催
し
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
会
頭
お
よ
び
常
議

員
、
本
年
3
月
末
に
退
任
し
た
専
務
理
事
、
常
務

理
事
の
後
任
が
新
た
に
選
任
さ
れ
、
令
和
４
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
の
各
議
案
が
同
意
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
令
和
４
年
度
事
業
計

画
お
よ
び
収
支
予
算
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
事
業
は
青
色
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た【
緊
急
対
策
】と
記
載
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
事
業
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
事
業
で
す
。

　

本
誌
で
は
、
重
要
事
業
の
み
掲
載
し
ま
す
。

　

政
府
の
経
済
見
通
し
で
は
、「
公
的
支
出
に
よ
る

経
済
下
支
え
の
も
と
、
消
費
の
回
復
や
堅
調
な
設

備
投
資
に
け
ん
引
さ
れ
る
形
で
、
民
需
主
導
の
自

律
的
な
成
長
と
『
成
長
と
分
配
の
好
循
環
』
の
実

現
に
向
け
て
着
実
に
前
進
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
経
済
情
勢
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る

も
の
の
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
つつ
あ
り
、
先
行
き

に
つ
い
て
も
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
中
略
）

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
商
工
会
議
所
で

は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
コ
ロ
ナ
禍
克
服
に
向

け
た
事
業
者
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
疲
弊

の
度
を
深
め
る
飲
食
や
宿
泊
、
観
光
、
交
通
事
業

者
な
ど
へ
の
協
力
金
、
支
援
金
、
資
金
繰
り
等
、

行
政
施
策
に
関
す
る
支
援
協
力
を
継
続
す
る
。
ま

た
、
事
業
再
構
築
や
需
要
・
消
費
喚
起
に
よ
る
売

上
確
保
な
ど
、
収
益
力
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
伴
走
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
事
業
継
続
に
向
け
た
積
極
的
な
挑
戦
を

全
力
で
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
宇
都
宮
駅
東
口
交
流
拠
点
施
設
オ
ー
プ

ン
に
伴
う
交
流
人
口
の
増
加
や
、
中
心
商
店
街
の

環
境
変
化
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
行
政
と
の
連
携

に
よ
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を
含
め
た
総
合
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
。（
以
下
略
）

1 

企
業
活
力
の
強
化

1 

経
営
発
達
支
援

　

創
業
、
販
路
開
拓
、
経
営
革
新
な
ど
の
事
業
計

画
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
を
伴
走
型
で
支
援
す
る

こ
と
で
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
図
る
。

① 

経
営
発
達
支
援
事
業
（
伴
走
型
小
規
模
事
業

者
支
援
推
進
事
業
）

　

 

（
年
間
目
標
：
経
営
分
析
２
０
０
件
、
計
画

策
定
１
５
０
件
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
１
５
０
件
）

② 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
75
件
）

③ 

事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
計
画
策
定
支
援
件
数
10
件
）

④ 

「
Ｂ
Ｉ
Ｚ
ミ
ル
」
に
よ
る
事
業
計
画
策
定
支
援

事
業
（
年
間
目
標
：
支
援
件
数
２
０
０
件
）

⑤ 

中
小
企
業
等
新
事
業
展
開
支
援
事
業
【
緊
急

対
策
】（
年
間
目
標
：
ス
ク
ー
ル
１
回
、
相
談

件
数
16
件
）

⑥ 

中
小
企
業
等
伴
走
支
援
力
向
上
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
支
援
企
業
20
者
）

2 

経
営
相
談
支
援

　

小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
経
営
指
導
員
等
の
情
報
共
有
化
と

支
援
能
力
向
上
を
図
り
、
企
業
と
同
じ
目
線
で
課

題
解
決
を
支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
事
業

（
年
間
目
標
：
巡
回
相
談
７
１
０
０
件
、
窓

口
相
談
３
７
０
０
件
）

② 

ウ
ィ
ズ・ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
経
営
相
談
事
業【
緊

急
対
策
】〔
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
〕

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
の

経
営
相
談
体
制
強
化
事
業
【
緊
急
対
策
】〔
専

門
相
談
員
配
置
等
〕

④ 

税
務
指
導
事
業
〔
決
算
代
行
、
記
帳
代
行
、

記
帳
継
続
指
導
等
〕（
年
間
目
標
：
決
算
代

行
等
２
３
０
件
、
記
帳
継
続
指
導
１
９
０
件
）

⑤ 

経
営
支
援
ガ
イ
ド
作
成
事
業
【
緊
急
対
策
】

 　
（
年
間
目
標
：
１
回
発
行
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
更
新
）

⑥ 

ク
ラ
ウ
ド
会
計
導
入
・
活
用
支
援
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
導
入
事
業
所
10
社
）

3 

金
融
支
援

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・
保

証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）
融

資
制
度
事
業
（
年
間
目
標
：
推
薦
50
件
、

事
後
指
導
１
０
０
件
）

4 

創
業
支
援

　

創
業
ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
各
種
支
援
施
策
を
活

用
し
て
、
創
業
希
望
者
お
よ
び
創
業
間
も
な
い
事

業
者
を
支
援
し
、
創
業
者
輩
出
と
創
業
後
の
経
営

の
持
続
的
発
展
を
図
る
。

① 

創
業
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：
支
援
者
数

30
人
、
創
業
者
数
18
人
）

5 

企
業
再
生
支
援

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業
再
生
、

倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手
続
き
等

を
、
ま
た
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企
業
に
対
し
、

円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
。

① 

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
事
業

　

 （
栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業
と  

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
が
統
合
）

② 

栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
事
業

6 

福
利
厚
生・リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し
た

制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
に
資
す
る
と

と
も
に
、
自
然
災
害
や
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
等
の

予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
て
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
策
定
な
ど
、
事
業
者
の
リ
ス
ク
対
策
を
支

援
す
る
。

① 

各
種
共
済
・
保
険
制
度
事
業

ア 

ふ
れ
あ
い
共
済
（
年
間
目
標
：
ふ
れ
あ
い
共

済
加
入
事
業
所
数
１
７
５
０
件
、
保
有
口
数

５
７
０
０
口
、新
規
獲
得
65
件
、口
数
６
２
１
口
）

イ 

総
合
保
険
、
年
払
保
険
等
（
年
間
目
標
：
ベ

ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
目
標
保
険
料

達
成
）

② 

損
害
保
険
加
入
促
進
事
業
〔
保
険
料
収
納
事

務
、
制
度
普
及・照
会・斡
旋
〕（
年
間
目
標
：

業
務
災
害
プ
ラ
ン
５
３
０
件　

ビ
ジ
ネ
ス
総
合

保
険
４
０
０
件
）

ア 

損
害
保
険
加
入
促
進
事
業
〔
保
険
料
収
納
事

務
、
制
度
普
及・照
会・斡
旋
〕（
年
間
目
標
：

業
務
災
害
プ
ラ
ン
５
３
０
件　

ビ
ジ
ネ
ス
総
合

保
険
４
０
０
件
）

7 

人
材
確
保・育
成
支
援

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
、
女

性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
等
が
自
己
の

能
力
を
生
か
し
、
生
活
環
境
に
合
っ
た
職
場
で
快

適
に
就
業
で
き
、
活
躍
し
や
す
い
環
境
整
備
を
促

進
し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
を
支
援
す

る
。

① 

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
）

② 

働
き
方
改
革
支
援
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
２
回
）

③ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
４
回
）

④ 

各
種
検
定
試
験

 　
（
年
間
目
標
：
受
験
者
数
４
３
０
０
人
）

⑤ 

市
内
大
学
と
中
小
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

（
年
間
目
標
：
市
内
大
学
と
の
連
携
、
就
職

担
当
者
と
の
情
報
交
換
会
）

⑥ 

外
国
人
雇
用
促
進
支
援
事
業
（
年
間
目
標
：

セ
ミ
ナ
ー
１
回
、
個
別
相
談
会
１
回
）

特集1／令和4年度事業計画と収支予算

基
本
方
針（
抜
粋
）

主
要
事
業

新役員紹介

新たに就任した役員をご紹介します。

常務理事

小関　裕之
お ぜき ひろ ゆき

専務理事

野原　正祥
の はら まさ よし

副会頭

戸塚　正一郎
（㈱SUBARU 宇都宮製作所

常務執行役員 
航空宇宙カンパニープレジデント

宇都宮製作所長）

と つか しょう いち ろう
常議員

関口　快太郎
（㈱関口 代表取締役社長）

せきぐち　　かい た ろう
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2
⑦ 

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
活
動
支
援
事
業
（
年
間
目

標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
、
関
係
機
関
と
の
連
携
）

8 

情
報
化
支
援

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供
や

企
業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企
業

の
情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業
（
再
掲
）

 　
（
年
間
目
標
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
75
件
）

② 

Ｉ
Ｔ
相
談
事
業
（
年
間
目
標
：
25
件
）

9 

環
境・福
祉・Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推
進
す

る
。

① 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
事

業
（
年
間
目
標
：
個
別
相
談
、
専
門
家
派
遣
、

普
及
啓
発
等
）

② 

事
業
系
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
モ
デ
ル
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
モ
デ
ル
事
業
者
１
社
）

２ 

地
域
経
済
の
活
性
化

1 

地
域
産
業
支
援

　

中
心
商
店
街
の
集
客
力
向
上
と
賑
わ
い
創
出
、

商
店
街
活
動
を
支
援
し
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商

業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
３
工
業
団
地
（
宇

都
宮
工
業
団
地
・
清
原
工
業
団
地
・
瑞
穂
野
工
業

団
地
）
の
役
員
と
の
意
見
交
換
・
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
産
業
を
支
援
す
る
。

① 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
新
規
認
定
20
件
）

② 

宮
の
市
（
商
業
祭
）
支
援
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
来
場
者
数
16
万
人
）

③ 

宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟
支
援
事
業
（
年
間
目

標
：
研
修
会
、
説
明
会
、
勉
強
会
６
回
）

④ 

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
事
業

（
年
間
目
標
：
参
加
店
38
店
舗
、
講
座
数
50

講
座
、
参
加
人
数
７
５
０
人
）

⑤ 

工
業
団
地
役
員
と
の
連
携
交
流
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
交
流
会
２
回
）

⑥ 

商
店
街
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
（
年
間
目

標
：
研
修
会
受
講
10
人
）

⑦ 

消
費
喚
起
支
援
事
業
【
緊
急
対
策
】（
交
通

事
業
者
支
援
な
ど
）

2 

観
光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

広
域
か
ら
の
集
客
を
促
進
す
る
観
光
交
流
事
業

に
取
り
組
み
、
歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地

域
の
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
努
め
、
集
客

交
流
を
促
進
す
る
。

① 
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
支
援

② 
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
実
行
委
員
会
支
援
事
業

③ 

観
光
交
流
促
進
事
業
（
年
間
目
標
：
関
係

機
関
と
連
携
）

3 

販
路
開
拓・拡
大

　

地
域
の
農
産
物
、
人
材
、
技
術
等
を
有
効
に
結

び
付
け
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
し
い
も
の
づ
く
り

を
支
援
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
宇
都
宮
雷
都
物
語
」

商
品
の
販
促
活
動
、
も
の
づ
く
り
体
験
や
新
商
品

の
開
発
等
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
支
援
す
る
。

① 

農
商
工
連
携
推
進
事
業
〔
う
つ
の
み
や
ア
グ
リ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
〕

 　
（
年
間
目
標
：
新
規
採
択
10
件
）

② 

新
名
産
品
開
発
事
業
〔
宇
都
宮
雷
都
物
語
〕

（
年
間
目
標
：
売
上
金
額
２
５
０
０
万
円
）

③ 

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ルへの
運
営
参
加

 　
（
年
間
目
標
：
新
規
登
録
企
業
45
件
）

④ 

販
路
開
拓
支
援
事
業
〔
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス

タ
イ
ル
シ
ョ
ー
への
出
店
〕

4 

ひ
と
づ
く
り
支
援

　

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等
の
育

成
を
支
援
す
る
。

① 

青
年
部
事
業
の
支
援

 　
（
年
間
目
標
：
新
規
会
員
加
入
40
件
）

② 

女
性
部
事
業
の
支
援

 　
（
年
間
目
標
：
目
標
会
員
数
60
件
）

5 

雇
用
の
促
進
支
援

　

栃
木
労
働
局
等
関
係
機
関
や
学
校
等
と
の
連
携

を
図
り
、
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

外
国
人
等
が
自
己
の
能
力
を
生
か
し
な
が
ら
継
続

就
業
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援
等
を
行

い
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
不
足
改
善
に

努
め
る
。
ま
た
、
事
業
者
の
働
き
方
改
革
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

① 

障
が
い
者・高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業
（
再
掲
）

（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
）

② 

働
き
方
改
革
支
援
事
業
（
再
掲
）

 　
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
２
回
）

③ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
（
再
掲
）

 　
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
４
回
）

④ 

市
内
大
学
と
中
小
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

（
再
掲
）（
年
間
目
標
：
市
内
大
学
と
の
連
携
、

就
職
担
当
者
と
の
情
報
交
換
会
）

⑤ 

外
国
人
雇
用
促
進
支
援
事
業
（
再
掲
）

 　
（
年
間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
、個
別
相
談
会
１
回
）

⑥ 

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
活
動
支
援
事
業
（
再
掲
）（
年

間
目
標
：
セ
ミ
ナ
ー
１
回
、
関
係
機
関
と
の

連
携
）

３ 

政
策
提
言・組
織・財
政
基
盤
の
強
化

1 

政
策
提
言
の
強
化

　

当
所
の
存
在
価
値
、
政
策
提
言
力
を
高
め
る
た

め
に
、
組
織
基
盤
を
な
す
一
般
会
員
を
増
や
し
、
一

般
会
員
組
織
率
を
高
め
る
取
り
組
み
強
化
を
図

る
。

① 

政
策
提
言
事
業
〔
国
・
県
・
市
へ
の
建
議
・
要
望
〕

② 

部
会
・
委
員
会
事
業

2 

組
織・財
政
基
盤
の
強
化 

　

当
所
が
有
す
る
財
産
（
人
材
、
信
頼
力
、
公
共

性
、
企
業
力
、
多
様
性
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
等
）

を
最
大
限
に
有
効
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
事
務
局
体
制
の
強
化
を
図

る
。

① 

役
員
・
議
員
の
改
選

② 

役
員
・
議
員
活
動
の
充
実

③ 

正
副
部
会
長
・
分
科
会
長
・
評
議
員
の
改
選

④ 

委
員
会
委
員
の
再
編

⑤ 

部
会
・
委
員
会
活
動
の
充
実

⑥ 

会
員
管
理
・
加
入
促
進
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
一
般
会
員
件
数
６
０
２
０
件
以

上
、［
純
増
１
０
０
件
］、
一
般
会
員
組
織
率

30
・
８
％
以
上
、
特
別
会
員
数
２
３
０
件
、
総

会
員
数
６
２
５
０
件
、
会
員
巡
回
８
０
０
件
）

⑦ 

広
報
広
聴
事
業
〔
天
地
人
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
管
理
、
メ
ー
ルマ
ガ
ジ
ン
等
〕

 　
（
年
間
目
標
：
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
15
万
ア
ク
セ
ス
）

⑧ 

職
員
能
力
強
化
事
業
〔
経
営
指
導
員
等
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
向
上
〕

⑨ 

商
工
会
議
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業

 　
（
年
間
目
標
：
業
務
効
率
化
）

⑩ 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
事

業
（
再
掲
）（
年
間
目
標
：
個
別
相
談
、
専

門
家
派
遣
、
普
及
啓
発
等
）

⑪ 

第
6
期
中
期
事
業
計
画
・
中
長
期
財
政
計
画

の
策
定

⑫ 

創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
策
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〔
令
和
５
年
度
が
創
立
１
３
０
周
年
〕

3 
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
に

努
め
る
。

4 

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

会
員
企
業
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
会
報
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
お
よ
び

各
種
調
査
結
果
の
発
信
と
有
効
活
用
を
図
る
。

① 

商
工
会
議
所
活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業

② 

広
報
広
聴
事
業
（
再
掲
）〔
天
地
人
の
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
、
メ
ー
ルマ
ガ
ジ
ン
等
〕

 　
（
年
間
目
標
：
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
15
万
ア
ク
セ
ス
）

　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

令和４（2022）年度事業収支予算
（令和４（2022）年４月１日～令和５（2023）年３月３１日）

合 計
13億261
万円

収入構成

支出構成

会計別予算構成

24.5 ％

37.1％
（48,300万円）

45.0 ％
（58,598万円）

20.2 ％
（26,323万円）

12.4％
（16,192万円）

28.6 ％
（37,309万円）

11.3 ％
（14,679万円）

2.6％
（3,326万円）

10.5％
（13,691万円）

5.3％
（6,859万円）

9.1％
（11,882万円）

16.7 ％
（21,749万円）

8.8 ％
（11,459万円）

（31,969万円）

7.9 ％
（10,240万円）

10.8 ％
（14,041万円）3.6％

（4,675万円）

16.1 ％
（21,036万円）

合 計
13億261
万円

合 計
13億261
万円

■会費　■事業収入　■補助金等

■負担金等　■繰入金　■繰越金

■事業費　■人件費

■管理費等　■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計

■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　

■中小企業再生支援協議会特別会計

■経営改善支援センター特別会計

■事業承継・引継ぎ支援センター特別会計

29.5 ％
（38,455万円）

職員の人事異動
（令和４年4月1日付）

●事務局長兼中小企業相談所長
特任参事

手塚　忠之
（前　事務局長兼総務部　部長）

●地域振興部　部長
副参事

野沢　恭久
（前　経営支援部　部長）

●総務部　部長
主幹

長谷　　眞
（前　総務部　次長）

●経営支援部　部長
主幹

中島　寿典
（前　経営支援部　次長）

●総務部　次長

鷹木　一高
（（一社）栃木県商工会議所連合会から出向）

●総務部　主幹

熊木　清美
（前　総務部　副主幹）

●経営支援部　次長代理
副主幹

髙野　仁美
（前　経営支援部　主査）

●総務部　主査

久田　　大
（前　経営支援部　主査）

●経営支援部　主査

川村　成仁
（前　地域振興部　主査）

●総務部　主査

鈴木　千穂
（前　総務部　主任主事）

●経営支援部　主任主事

神長　将大
（前　総務部　主任主事）

●経営支援部　主任主事

佐川　拓也
（総務部　主事）

●地域振興部　主事

斎藤　那菜
（前　経営支援部　主事）

●地域振興部　主事
（一社）宇都宮観光コンベンション協会へ出向

長岡　倫太郎
（前　地域振興部　主事）

●地域振興部　主事

柴田　航希
（新規採用）

●総務部　指導主任（再雇用）
（一社）栃木県商工会議所連合会へ出向

阿部　訓久
（前　中小企業相談所長兼地域振興部部長）

（令和４年３月31日付定年退職） 令和4（2022）年度
事業計画書

特集1／令和4年度事業計画と収支予算
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会場で開催しながら動画配信も行うハイブリット形式

東京商工会議所と共催の「オンライン研修講座」チラシ

　

４
月
に
入
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
入
社
員
は
、
こ

れ
か
ら
会
社
の
業
務
を
覚
え
つつ
職
場
の
雰
囲
気

や
人
間
関
係
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
く
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
事
異
動
で
４
月
か
ら
新
た
な
部
署

に
移
り
、
新
し
い
仕
事
に
挑
戦
す
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
仕
事
を
早
く
覚
え

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
受
講
し
た
り
、

上
司
や
同
僚
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
努

め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
で
は
、
社
員
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
兼
ね
て

先
輩
社
員
が
後
輩
を
指
導
す
る
社
内
研
修
や
、

外
部
講
師
を
招
い
た
研
修
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
社
員
の
能

力
開
発
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
注
目
度
が
上
が
っ
て
い
る

の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
三
密
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
主
流
だ
っ
た
１
カ
所
に
集
ま
っ
て
受
け
る
研

修
方
法
（
集
合
形
式
）
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、研
修
ス
タ
イ
ル
は
従
来
の
「
集
合
形
式
」

と
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
活
用
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
」
そ
し
て
集
合
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
」
の
三
つ
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
研
修
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、
従

来
と
異
な
る
研
修
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り

ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
場
合
、
現
地
ま
で
の
移
動

が
不
要
で
、
時
間
や
旅
費
の
都
合
で
諦
め
て
い
た

ケ
ー
ス
で
も
受
講
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（Zoom

やM
icrosoft T

eam
s

、G
oogle 

M
eet

な
ど
）
が
浸
透
し
た
こ
と
で
、
一
方
的
な

動
画
配
信
だ
け
で
な
く
、
双
方
向
性
を
持
っ
た

受
講
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
技
術
習
得
の
た
め
の
研
修
な
ど
、

従
来
の
集
合
方
式
が
必
要
な
研
修
も
あ
り
、
リ

ア
ル
の
重
要
性
も
改
め
て
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
現
地
で
直
接
話
を
聞
き
た
い
方
、

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
不
慣
れ
な
方
の
要
望
に
も
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
集
合
形
式
を

組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
も
浸
透
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
研
修
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
た
こ

と
で
、
受
講
す
る
側
の
選
択
肢
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ

の
は
研
修
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
採
用
活
動
」
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
従
来
か
ら
採
用
情
報
の
掲
載
な

ど
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
会
社
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
大
手
企
業
で
は
、

学
力
テ
ス
ト
や
面
接
、
内
定
式
ま
で
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
進
め
て
お
り
、「
内
定
は
も
ら
え

た
が
、
実
は
一
度
も
本
社
に
行
っ
て
い
な
い
」

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

当
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
制
度
改
正
や
雇
用

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
集
合
形
式
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
、

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
あ
る
中
で
、
令
和
3
年

度
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
50
％
超

の
セ
ミ
ナ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
対
応
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
も
含
む
）
し
て
い
ま
す
。
受
講

者
も
、
全
体
で
40
％
超
が
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
当
所
が
実
施
し
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
事
業
に
つ
い
て
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

採
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
求
人
広
告
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
し
た
り
、
会
社
説
明
会
を
動

画
で
配
信
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は
ア

プ
ロ
ー
チ
し
切
れ
な
か
っ
た
学
生
た
ち
へ
、
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
に
と

っ
て
は
交
通
費
を
節
約
で
き
、
企
業
側
に
と
っ
て

は
広
い
会
場
や
何
人
も
の
社
員
を
手
配
す
る
必

要
が
無
く
な
り
、
経
費
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
活
動
は
、
企
業

に
も
学
生
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
中
小
企
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
採

用
を
展
開
す
る
に
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
や
マ
ン
パ

ワ
ー
に
も
限
り
が
あ
り
、
対
応
が
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。

　

そ
こ
で
当
所
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
を
支
援

す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生

の
就
職
活
動
の
現
状
や
、
採
用
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
必
要
な
も
の
や
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
神
工
業
㈱
様
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
採
用
活
動
の
事
例
発
表
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
活
動
成
功
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開

催
し
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
を
検
討
し
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
本
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

東
京
商
工
会
議
所
（
以
下
「
東
商
」）
と
連

携
し
、
東
商
が
開
催
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座

を
当
所
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
が
割
引
価
格
で
受

講
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
事
業
」
を
、
昨

年
度
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
は
、
業
務
分
野
別

ス
キ
ル
の
習
得
な
ど
が
あ
り
、
令
和
4
年
度
で
は

年
間
約
１
４
０
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新

入
社
員
か
ら
経
営
者
ま
で
、
対
象
別
の
研
修
講

座
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
も
対

応
。
職
位
や
役
割
に
応
じ
た
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド

を
強
化
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
は
、
通
信
環
境
さ
え
整
っ
て

い
れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
、
移
動
す
る
時

間
を
確
保
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
ス
ム
ー
ズ
に
調
整
で
き
ま
す
。

　

特
に
複
数
人
で
研
修
に
参
加
す
る
場
合
は
、

全
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
多
忙
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
中
間
管
理
職
等
）

な
ど
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
困
難
に
な
り
ま
す

の
で
、
移
動
時
間
を
考
慮
し
な
く
て
良
い
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
は
調
整
し
や
す
く
、
研
修
機
会
の
損

失
を
避
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
移
動
時
間
を
削
減
で
き
る
こ
と
で
、

管
理
職
や
社
員
が
現
場
か
ら
離
れ
る
時
間
を
短

縮
で
き
る
た
め
、
通
常
業
務
へ
の
影
響
や
不
在
に

伴
う
損
失
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

他
に
も
交
通
費
や
宿
泊
費
、
会
場
利
用
料
等
が

削
減
で
き
る
た
め
、経
済
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
所
会
員
企
業
が
受
講
す
る
場
合
、

受
講
料
が
50
％
О
Ｆ
Ｆ
に
な
る
特
典

も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
を
受
講
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

直
近
の
講
座
は
、
本
号
14
頁
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

本号折込のオンライン採用活動セミナー

特集2      　オンライン研修事業

問合せ

総務部
☎028-637-3131

問合せ

地域振興部
☎028-637-3131

　コロナ禍の影響もあって増えている企業向け
オンライン研修や、オンライン採用活動。そこで
今回は、会員企業向けのオンラインセミナー事業
をご紹介します。

オンライン
進んでますか？
商工会議所の
オンラインセミナー事業

特集2  オンライン研修事業

会場受講申込

オンライン受講申込

オ
ン
ラ
イ
ン

採
用
活
動
セ
ミ
ナ
ー

O
N
LIN
E

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座

O
N
LIN
E
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「
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
」再
発
足
か
ら

１
年
を
振
り
返
っ
て

女
性
部
会
員
事
業
所
の
ご
紹
介

㈱
松
本　

（
女
性
部
会
長 

今
井  
キ
ヨ
）

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

　

満
開
に
咲
き
誇
る
桜
に
も
負
け
な

い
ほ
ど
の
微
笑
み
の
花
を
咲
か
せ
た

４
人
の
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
が
、

昨
年
春
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
本
市

の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た

い
と
話
し
て
く
れ
た
親
善
大
使
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
例
会

な
ど
が
軒
並
み
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
制
限
下
で
活
躍

し
た
親
善
大
使
に
よ
る
活
動
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

㈱
松
本
は
大
正
10（
1
9
2
1
）年

４
月
創
業
の
会
社
で
す
。
畳
製
造
販

売
お
よ
び
工
事
請
負
、
畳
・
ふ
す
ま
・

障
子
製
造
お
よ
び
工
事
、
和
室
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

良
い
畳
作
り
と
信
用
が
モ
ッ
ト
ー

で
、「
親
切
、
丁
寧
か
つ
迅
速
に
」を

経
営
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
自
社
工

◎
初
め
て
の
11
月
例
会「
宮

フ
ェ
ス
２
０
２
１
in
バ
ン
バ
」

へ
の
参
加
！ 

（
写
真
上
段
）

　

感
染
防
止
対
策
に
万
全
を

期
し
た
宮
フ
ェ
ス
委
員
会
の
努

力
の
甲
斐
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
方
と
触
れ
合
え
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
や
宮
フ
ェ
ス
に
来
て
く
れ

た
方
々
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
事
が
で
き
ま
し
た
。

◎「
う
つ
の
み
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
２
１
」来
賓
ア

テ
ン
ド 

（
写
真
下
段
）

　

11
月
18
日
に
オ
リ
オ
ン
ス
ク

エ
ア
で
行
わ
れ
た
式
典
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
佐
藤
市
長
を
は
じ

め
と
し
た
ご
来
賓
の
方
々
と
一
緒
に

登
壇
し
、
宇
都
宮
の
街
を
素
敵
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
輝
か
せ
る
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
宇
都
宮
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
親
善
大
使
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会　委

員
長　

早
坂　

惠
美
）

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

年
会
費
の
お
支
払
い

年
会
費
口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

　

令
和
4
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会

議
所
の
年
会
費
は
、
5
月
2
日（
月
）

に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

銀
行
窓
口
等
で
お
支
払
い
を
ご
希

望
の
方
に
は
、
後
日
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
で
、
領

収
書
の
発
行
を
新
た
に
希
望
さ
れ

る
方
は
、
総
務
部
の
会
員
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
領
収
書
の
発
行
を
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
連

絡
は
不
要
で
す
。

令和4年度
宇都宮商工会議所

年会費
口座振替日

5月2日（月）

口座振替に伴う領収書発行の流れ

YES

NO 後日納付書
を送付

総務部会員担当まで
ご連絡ください

YES

YES

NO

NO

支払方法は
口座振替

領収書が必要

昨年は
領収書を発行

手続きは不要

手続きは不要

場
を
有
し
、
製
造
か
ら
施
工
ま

で
を
一
括
し
て
提
供
で
き
る
数
少

な
い
企
業
で
、
畳
ド
ク
タ
ー
、
指

導
員
免
許
保
持
者
な
ど
の
資
格

を
有
す
る
従
業
員
も
多
数
在
籍

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
女
性
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
、
住
空

間
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
ー
ド
な

ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ト
ー
タ

ル
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
】

　

畳
の
松
本
は
、
皆
さ
ま
に
愛

さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
、
従
業
員

一
同
日
々
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

畳
や
障
子
、
ふ
す
ま
な
ど
の
ご

用
命
や
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宇都宮の魅力を笑顔で発信してきた「うつのみや親善大使」の活躍

今井会長（前列中央）とスタッフ一同

３
級
簿
記
講
座

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

当所ＨＰを
今すぐ
チェック！

▢新型コロナに関する支援施策も掲載！ 

▢支援機関のプロも使う情報収集サイトを掲載！

ど の よ う な 支 援 施 策 を お 探 し で す か ？

毎月
情報更新

経営支援
ガイド

ＷＥＢ版

問合せ／ 経営支援部  TEL.028-637-3131

電
子
証
明
書

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工
会
議
所

と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
、
実
務
に
役
立
て
た

い
方
に
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】

6
月
3
日（
金
）
～
10
月
4
日（
火
）

※
原
則
毎
週
火
・
金
曜
日
開
催

（ 

全
34
回
）

【
受
講
料
】

1
万
5
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

【
定
員
】 

30
名（
先
着
順
）

【
受
講
資
格
】

　

宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
方（
学
生
は
除
く
）

　

本
講
座
の
詳
細
及
び
申
込
方
法
は
、

本
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
員
事
業
所
は
提
携
会
社
発
行
の

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

TDB電子認証サービスTypeA

㈱帝国データバンク

通常料金から 2,000円割引

セコムパスポート for G-ID

セコムトラストシステムズ㈱

行政書士電子証明書／一般向け電子証明書

2年版 ： 通常料金から 2,000円割引
3年版 ： 通常料金から 3,000円割引

㈱松本

３級簿記講座
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宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
対
す
る
回
答
（
新
規
要
望
の
み
掲
載
）

　

当
所
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算

化
お
よ
び
措
置
要
望
書
を
、
令
和

３
年
10
月
８
日
に
宇
都
宮
市
長
お

よ
び
市
議
会
議
長
宛
て
に
提
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
宇
都
宮

市
か
ら
令
和
４
年
２
月
21
日
に
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
本
誌
で
は
新

規
要
望
に
関
す
る
回
答
の
み
を
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。
要
望
書
全

文
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
企
業
活
力
の
強
化
に
つ
い
て

1
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
た
企
業
の
取
り
組
み
支

援
に
つ
い
て

【
回
答
】環
境
政
策
課
、
産
業
政
策

課
、
商
工
振
興
課

（
１
）企
業
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援

策
の
展
開
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
発
信

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に
お
け

る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、「
も
っ
た

い
な
い
」の
こ
こ
ろ
に
よ
る
、
公
共

交
通
の
利
用
促
進
や
脱
炭
素
型
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
グ
リ
ー
ン
産
業
へ

の
転
換
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
基
本
方
針
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
て
、
信
用
保
証
料
の
補
助
制
度

や
低
金
利
で
の
融
資
と
い
っ
た
事
業

者
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
本
市
制
度 

融
資
の
資
金
の
活
用
を
促
し
て
ま

い
り
ま
す
。

2
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
産
業
・

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

【
回
答
】産
業
政
策
課

　

市
場
の
拡
大
す
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

を
含
む
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
流
人
口
の

増
加
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
創
出
な
ど
、
地
域
の
産
業
振
興

や
魅
力
向
上
が
期
待
で
き
る
分
野

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
に
つ
き
ま
し
て
、

民
間
や
他
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
と 

し
て
の

活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収

集
し
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
振
興
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
、
調
査
・

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
地
域
経

済
の
回
復
に
つ
い
て

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

今
後
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
実

施
す
る
具
体
的
な
取
組
な
ど
を
示

し
た
、「
宇
都
宮
市
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
令
和
４

年
度
に
策
定
し
、
効
果
的
な
情
報

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
者

等
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

支
援
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
普
及
促
進
の

た
め
の
調
査
研
究
の
実
施
・
公
表

お
よ
び
調
査
結
果
に
基
づ
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
の
検
討
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
日

照
量
が
豊
富
な
地
域
特
性
を
生
か

し
た
、
家
庭
向
け
の
太
陽
光
発
電

の
普
及
促
進
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
国

に
よ
る
各
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
導
入
可

能
量
）調
査
結
果
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
促
進
の
た
め
の
調
査

分
析
等
を
行
い
、
よ
り
一
層
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
普
及
促
進
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル 

の

実
現
に
つ
き
ま
し
て
は
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

（
１
）ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
回
復
に

向
け
た
道
筋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
経
済
を
支
え
る
事
業
者
全
て

が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
経
済

の
回
復
を
一
日
で
も
早
く
実
感
で
き

る
よ
う
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
経
済
・
産
業
振
興
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
付
加
価
値
の

高
い
商
品
開
発
な
ど
既
存
産
業
に

お
け
る
経
営
基
盤
の
強
化
、
環
境
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
や
半
導
体
・
ス

マ
ー
ト
農
業
な
ど
、
さ
ら
な
る
飛
躍

が
見
込
ま
れ
る
産
業
の
集
積
な
ど
、

持
続
的
に
発
展
で
き
る
産
業
構
造

の
確
立
に
着
実
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
感
染
症
の
状
況
を
慎
重
に
見

極
め
な
が
ら
、
３
×
３
ワ
ー
ル
ド

令
和
４
年
度
宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
脱

炭
素
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
産
業

構
造
・
経
済
社
会
の
大
幅
な
転
換

な
ど
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
後
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
４
年
度
に
本
市
産

業
振
興
に
関
す
る
基
本
方
針
で
あ

り
ま
す「
う
つ
の
み
や
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」の
改
定
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
本
市
に
お
け
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
を
含

め
持
続
的
に
発
展
で
き
る「
経
済
・

産
業
未
来
都
市
」の
実
現
に
向
け
た

方
向
性
を
明
示
し
て
い
く
予
定
で

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
・
県
の

動
向
や
事
業
者
ニ
ー
ズ
等
を
見
極

め
な
が
ら
、
脱
炭
素
化
に
資
す
る

設
備
投
資
や
新
た
な
技
術
開
発
、
業

態
転
換
な
ど
に
対
す
る
必
要
な
支

援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）宇
都
宮
市
環
境
基
本
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

出
前
講
座
等
を
通
し
て
、
地
球
環

境
や
廃
棄
物
等
の
分
野
別
基
本
施

策
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
と
も
、
市
内
中
小
企
業
等
に
各

種
施
策
事
業
を
判
別
・
活
用
し
て
い

ツ
ア
ー
や
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ 

サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
の
国
際
的
イ

ベ
ン
ト
の
早
期
再
開 

、
ま
た
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
の
開
業
や
駅
東
口
地
区
の
ま

ち
び
ら
き
を
最
大
限
に
生
か
し
た

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
展
開
な
ど
に
よ
り
、
交

流
や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
感
染
症

拡
大
以
前
を
超
え
る
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）イ
ベ
ン
ト
開
催
の
指
針
の
明
示

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

栃
木
県
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
開

催
時
間
、
収
容
人
数
等
の
条
件
を

満
た
し
、
３
密
対
策
は
も
と
よ
り
、

マ
ス
ク
の
常
時
着
用
、
大
声
を
出
さ

な
い
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
よ
う
協
力
依
頼
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
県
の
方
針
に
沿
っ

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）地
域
事
業
者
等
へ
の
優
先
発
注

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

本
市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
関
し

て
は
、
原
則
と
し
て
市
内
に
本
店

が
あ
る
こ
と
を
入
札
参
加
要
件
と

す
る
な
ど
、
市
内
事
業
者
を
優
先

し
て
発
注
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、

本
市
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
よ

う
、
市
内
事
業
者
の
優
先
的
な
発

た
だ
け
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
媒
体
を
活
用
し
、
分

か
り
や
す
く
広
報
す
る
な
ど
、
分

野
別
基
本
施
策
の
情
報
発
信
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）宇
都
宮
ラ
イ
ト
パ
ワ
ー
株
式

会
社
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
１
月

か
ら
市
有
施
設
と
の
電
力
売
買
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
へ
の
電
力
供
給

を
行
う
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
電

力
調
達
及
び
供
給
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
市
内
中
小
企
業
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
適
宜
、

情
報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

1
Ｌ
Ｒ
Ｔ
関
連
土
産
品
等
開
発
促

進
の
補
助
に
つ
い
て

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
関
連
土
産
品
等
開
発
促

進
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、芳
賀
・

宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
地

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
産

品
開
発
の
た
め
の
生
産
ラ
イ
ン
の

新
設
・
拡
充
等
の
設
備
投
資
に
関

注
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
や
割

引
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
の
発
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

市
内
の
飲
食
店
を
対
象
と
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は
飲
食

を
除
く
小
売
店
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業

を
対
象
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
券
事
業
を
新
た
に
実

施
し
、
市
内
の
事
業
者
を
幅
広
く

支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
や
市

内
事
業
者
の
経
営
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
市
内
事
業
者
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）感
染
防
止
対
策
に
対
す
る
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度

に
県
内
で
い
ち
早
く「
新
業
態
開
拓

等
支
援
補
助
金
」を
創
設
し
、
デ
リ

バ
リ
ー
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス

や
通
信
販
売
の
開
始
、
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
、
３
密
回
避
の
た

め
の
新
た
な
取
組
を
支
援
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
に
お

き
ま
し
て
も
、
新
た
に「
宮
の
事
業

者
感
染
症
対
策
補
助
金
」を
創
設
し
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
空
気
清
浄
機
の

購
入
、
施
設
の
個
室
化
改
装
等
の

３
密
対
策
を
支
援
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し

て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
や
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
的
確
で
効
果
的
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）商
店
街
組
織
等
に
対
す
る
事

業
支
援
の
補
助
金
創
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
も「
魅
力
あ
る
商

店
街
等
支
援
事
業
補
助
金
」に
よ
っ

て
、
販
売
促
進
事
業
や
共
同
施
設

設
置
事
業
に
か
か
る
補
助
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年

度
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮

し
、
商
店
街
等
が
独
自
に
実
施
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
販
売
促
進
事
業

に
対
し
て
補
助
率
お
よ
び
補
助
上

限
額
、
対
象
経
費
を
拡
充
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま

し
て
も
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
販
売
促
進
事
業

等
に
取
り
組
む
事
業
者
団
体
や
商

店
街
組
織
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

■
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

1
こ
ど
も
食
堂
に（
対
す
る
支
援
）つ

い
て

【
回
答
】子
ど
も
未
来
課

　

支
援
が
必
要
な
子
育
て
家
庭
の

孤
立
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
全

体
で
見
守
り
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
行
い
な
が
ら
貧
困
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
子
ど
も
が
身
近
な
場
所
で

利
用
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
の
充

実
・
強
化
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

（
１
）子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
内

容
や
運
営
者
に
関
す
る
適
切
な
情

報
発
信
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４

年
度
に
お
き
ま
し
て
、
子
ど
も
食

堂
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
情
報
の
把
握
に
努
め
、

市
民
の
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
、
ま
た
、
企
業
の
皆
様
が
支
援

し
や
す
い
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
、
周
知
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
４
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
宇

都
宮
商
工
会
議
所
や
宇
都
宮
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
宇
都
宮
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
等
と
相
互
に
連

携
・
協
力
す
る
組
織
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
、
本
市
が
中
心
と
な
っ
て
支

援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
仕
組
み

の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

予算化措置要望書の
全文はこちら

丹羽専務理事（左）に回答書を手渡す笹野経済部長（右）



■年度末の事業者の資金繰り支援等の
ための金融機関との意見交換・要請

■セーフティネット保証の4号の期限延
長

■コロナ資金繰り支援の継続

■実質無利子、無担保融資、危機対応融資の継続等

■日本政策金融公庫の資本性劣後ローンの継続

■納税や社会保険料支払いの猶予制度の積極
活用・柔軟な運用

収益力改善フェーズ

■認定支援機関による伴走支
援の強化

■協議会による収益力改善支
援の強化

■全国47都道府県にある中小企業再生支援協議会と関連機関と統合し、収益力改善・事業再生・再チャレンジを
一元的に支援する「中小企業活性化協議会」を設置

■中小企業活性化協議会がハブとなって、金融機関、民間専門家、各種支援機関とも連携し、苦しむ通称企業の収
益力改善・事業再生・再チャレンジを地域全体で推進

再チャレンジフェーズ

■経営者の個人破産回避の
ルール明確化

■再チャレンジに向けた支援
の強化

事業再生フェーズ

■中小機構が最大8割出資す
る再生ファンドの拡充

■事業再構築補助金に「回復
・再生応援枠」を創設

■中小企業の事業再生等の
ガイドラインの策定

収益力改善・事業再生・再チャレンジを一元的に支援する体制の構築

■中小企業の収益力改善・事業再生・再チャレンジの総合的支援

年度末の資金需要への対応 年度以降の資金需要への対応

有限会社 随想舎
WEB天地人をチェック！！ 028-616-6605 028-616-6607

1213 April 2022

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

　

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
は
販
路
開

拓
を
支
援
す
る
会
員
限
定
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
全
国

約
28
万
社
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
手
軽
に
販

路
開
拓
が
で
き
ま
す
。

　

買
い
手
は
匿
名
で
一
括
見
積
が
依

頼
で
き
、
売
り
手
は
全
国
に
販
路
開

拓
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

【
主
な
機
能
】

◎
簡
易
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

◎
全
国
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

会
員
同
士
の
商
談
機
能（
ザ
・
商

談
モ
ー
ル
）

【
費
用
】

　

無
料　

※
一
部
有
料
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。

　
　

３
月
４
日
に
経
済
産
業
省
が
中

小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
公

表
し
、
全
国
47
都
道
府
県
に
あ
る
中

小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
を
関
連

機
関
で
あ
る
経
営
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
と
統
合
し
、
収
益
力
改
善
、
事

業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
を
一

元
的
に
支
援
す
る
組
織
と
し
て
、「
中

小
企
業
活
性
化
協
議
会
」が
設
置
さ

れ
ま
す
。

　

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
は
、
４
月
１
日
付
で
栃
木
県
経

営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
と
統
合
し
、

「
栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
」と
な
り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
で
は
、
企
業
支
援
に
関
す
る
知
識

と
経
験
豊
か
な
専
門
家
が
公
正
中

立
な
第
三
者
と
し
て
の
立
場
で
き

め
細
か
く
経
営
相
談
、
支
援
を
行
い

ま
す
。
増
大
す
る
債
務
に
苦
し
ん
で

い
る
、
経
営
の
先
行
き
に
不
安
を
感

じ
る
、
な
ど
の
お
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
事
前
に
電
話
で
の
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
登
録
方
法
】

①
ユ
ー
ザ
ー
登
録

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
。

〈
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
〉

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
チ
ラ
シ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
裏
面
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
フ
ァ
ッ

ク
ス
送
信
。

　
　

↓

②
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
か
ら
届
く

メ
ー
ル
に
従
い
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を

登
録
。

　
　

↓

③
登
録
完
了

デ
ー
タ
の
変
更
や
追
加
は
後
か
ら

で
も
可
能
。

ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

全
国
へ
の
販
路
開
拓
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

収
益
力
改
善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
一
元
的
に
支
援
し
ま
す
！

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

宇
都
宮
市
内
の
中
心
商
業
地
の
空

き
店
舗
に
新
規
出
店
す
る
場
合
、
内

外
装
改
造
費
や
経
営
財
務
診
断
費
に

つ
い
て
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◎
内
外
装
改
造
に
要
し
た
費
用

①
一
般
店
舗
に
出
店
し
た
場
合

　

補
助
率
30
％
、
40
％
、
50
％
の

い
ず
れ
か（
限
度
額
１
５
０
万

円
）

※
補
助
対
象
エ
リ
ア
に
よ
り
補

助
率
は
異
な
り
ま
す

②
大
谷
石
蔵
に
出
店
し
た
場
合

　

補
助
率
30
％（
限
度
額
２
０
０
万

円
）

◎
専
門
家
の
経
営
財
務
診
断
に
要

し
た
費
用（
申
請
時
・
開
店
６
カ

月
後
・
開
店
１
年
後
）

　

補
助
率
50
％
（
限
度
額 

１
回
に

つ
き
１
万
５
千
円
）

◎
お
も
て
な
し
事
業
を
実
施
す
る

場
合
の
費
用

　

補
助
率
30
％
（
限
度
額
50
万
円
）

　

当
補
助
金
制
度
の
利
用
に
は
一
定

の
条
件（
出
店
場
所
や
業
種
な
ど
）が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
で
、
本
制
度
の
詳
細
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
店
舗
出
店
補
助
金

中
心
部
の
空
き
店
舗
に
新
規
出
店
を

検
討
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

▼

▼

▼

▼

▼

▼

補助金手続きの流れ（概要）

相談

申込（店舗開店後60日以内）

審査委員会

受給資格認定書発行
（認定者のみ）

内外装改造費用および
経営財務診断費用の請求手続き

審査委員会

補助金の交付

ザ・ビジネスモール

空き店舗出店
補助金



商工会議所共済制度

1415 April 2022

専 門 相 談 オンライン研修講座（共催：東京商工会議所）

無料の専門相談をご利用ください 年間140講座が
オンラインで受講可能

まもなく開催するオンライン研修講座の一部をお知らせします。

会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月19日（火）、5月17日（火）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月15日（金）　午後１時３０分〜４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■テレワーク相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 自宅で社内環境を利用したい、テレワークしたい等
相談員	 NTTユーザ協会宇都宮地区協会
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談会（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

 総務担当者向け基礎実務講座　　　　　　

日　時	 5月11日（水）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 近年業務内容に大きな変革があった総務の役割について、情報

管理的、経営管理的視点を中心に具体的な事例を紹介しながら
解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円	➡	会員：19,800円 

 社会保険実務講座〔入門編〕

日　時	 5月19日（木）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 毎年行われる改正や必要不可欠な社会保険の基本的な知識

について、実務上発生しやすい事例を交えながら解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円	➡	会員：19,800円 

 Webサイト構築・運用の基礎知識

日　時	 5月20日（金）　午後1時〜午後4時30分
内　容	 新任Web担当者がこれから企業内でWeb活用を進めてい

くにあたって、身につけておきたい基本的な知識や活用法、
Webサイト構築・運用の基礎知識について解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円	➡	会員：14,300円 

 Web集客（SNSマーケティング）の
 基礎知識 
日　時	 6月3日（金）　午後1時〜午後4時30分
内　容	 新任Web担当者がこれから企業内でWeb活用を進めていく

にあたって、身につけておきたいWeb集客やSEO・SNS・
広告の基礎知識等について解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円	➡	会員：14,300円 

 若手社員向け 段取り力向上講座

日　時	 6月7日（火）　午前10時〜午後4時30分
内　容	 単なる業務効率化ではなく、仕事のスピードと質を両立させ

る段取り力向上のポイントについて、体験型演習を通じて解
説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円	➡	会員：19,800円 

 報連相で極める
 ビジネスコミュニケーション講座
日　時	 6月10日（金）　午前10時〜午後4時30分
内　容	 上司や同僚と連携を取りながら円滑に仕事を進めるために必

要なスキルを様々なケースワークを活用しながら実践的に解
説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円	➡	会員：19,800円 

■オンライン経営相談（毎週	月・水・金・要予約）
日　時	 月・水・金	（午前10時〜午後4時	相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 資金繰り、小規模事業者持続化補助金、ものづくり補助金、
	 IT導入補助金、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込： 各研修の申し込みページまたは当所
　　　　　ホームページ（オンライン研修講座）の
　　　　　専用申込フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131

■研修内容

■企業年金相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	 改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

相談
無料

※令和４年度の年間研修ガイドブックを発行しました。研修講座
内容の詳細や年間スケジュールは、記載の二次元バーコードか
らご確認ください。

当所ホームページ
（オンライン研修講座）

オンライン
経営相談

法律相談

一日知財窓口

テレワーク相談

4月のふれあい共済等
口座振替日

4月22日（金）
〈振替対象〉

 ◎ふれあい共済
 ◎特定退職金共済
 ◎その他アクサ生命㈱の 
 　団体扱い保険

黒糖・ごまサブレ

　

特
定
退
職
金
共
済
制
度
は
、
商

工
会
議
所
等
が
所
得
税
法
施
行
令

第
73
条
に
定
め
る
特
定
退
職
金
共

済
制
度
と
し
て
所
轄
税
務
署
長
の

承
認
を
得
て
行
う
事
業
で
す
。
事

業
主
が
当
所
と
退
職
金
共
済
契
約

を
締
結
し
、
毎
月
掛
金
を
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
従
業
員
が
退
職

し
た
と
き
当
所
が
事
業
主
に
代

わ
っ
て
従
業
員
に
直
接
、
退
職
金

を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

【
制
度
の
特
色
】

　

退
職
金
制
度
の
確
立
は
従
業
員

の
確
保
と
定
着
を
は
か
り
、
企
業

経
営
の
発
展
に
役
立
ち
ま
す
。

　

掛
金
は
一
人
月
額
３
０
、０
０
０

円
ま
で
加
入
で
き
、
非
課
税
で
す
。

し
か
も
従
業
員
の
給
与
に
な
り
ま

せ
ん
。（
所
得
税
法
施
行
令
第
64
条
、

法
人
税
法
施
行
令
第
１
３
５
条
）

　

新
規
加
入
す
る
事
業
所
の
場
合
、

以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
従
業
員

に
つ
い
て
は
、
過
去
勤
務
期
間
の

通
算
の
取
扱
い
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
本
号
折
込
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

着
実
な
備
え
で
企
業
も
従
業
員
も
安
心
!
!

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案
内

※この制度の給付金の受取人は加入従業員（被共済者）です。給付金は加入従業員の口座に振り込んで支払います。
　なお、本人死亡のときは労働基準法施行規則第42条～第45条に定める遺族補償の順位によります。解約手当金は一時所得となります。

加入できる方

加入できない方

加入させなくてもよい方

基本掛金月額

経理処理

掛金の払い込み

効力発生日

給付金の種類

退職給付金

遺族給付金

退職年金

当所地区内に所在する事業主（事業所）の満15歳以上85歳未満の全従業員（全従業員の加入が必要）

事業主、役員（使用人兼務役員を除く）または、事業主と生計を一にする親族（専従者給与の対象者を含む）

従業員１人につき１口1,000円から最高30口30,000円まで

給付の時期 所得の種類
（所得税法施行令第72条、第183条、相続税法第３条）

退職所得

死亡退職金
（相続税の対象となります。）

雑所得

加入従業員（被共済者）が退職したとき

加入従業員（被共済者）が加入期間10年以上で退職したとき
（希望により退職年金を10年間支払い）

加入従業員（被共済者）が死亡したとき
（退職給付金に加入口数１口あたり10,000円を加算）

掛金は全額事業主負担で、損金または必要経費に計上可能

加入申込月の翌月から毎月22日に預金口座振替によって納付

加入申込月の翌々月１日から発生

●期間を定めて雇われている方　●試用期間中の方　●パートタイマーのように労働時間が特に短い方
●非常勤の方　●季節的な仕事のため雇われている方　●休業中の方

問合せ
総
務
部
　
共
済
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

講座No.109377

講座No.200009

講座No.109393

講座No.109656

講座No.109657

講座No.109464
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
企画展「異界〜あなたとふいにつながるせかい」
4月23日（土）〜6月15日（水）
　私たちの日常とは異なる世界＝異界。暮らしの中でふいにつな
がり。福や魔がもたらされます。どこに、いつ、なにが、なぜ…
異界を考えます。5月8日（日）13：30 ～ 15：30には、「異界
と民俗的想像力」（講師：国立歴史民俗博物館名誉教授・総合研
究大学院大学名誉教授常光徹氏による記念講演会が開催されま
す。（当館パンフレットより）
一般＝260円／大・高校生＝130円／中学生以下無料

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「題名のない展覧会－栃木県立美術館50年のキセキ」
4月16日（土）〜6月26日（日）
　1972年に開館した栃木県立美術館は、2022年、開館50周
年を迎えます。その間に収集した作品は約9000展。開催した企
画展は240本にのぼります。今回の展覧会は特定のジャンルや
時代、作家に注目したものではなく、当館50年のキセキを過去
の企画展や選りすぐりの作品を通してたどります。（当館パンフレッ
トより）
一般＝800円／大・高校生＝500円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
令和4（2022）年秋頃まで空調改修、照明LED等の工事のため
休館となります。

さ
ぁ
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
か
。

躍
進
し
て
い
き
ま
す
か
。

躍
進
し
ま
し
ょ
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　１９７５年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、ＮＴＴに就職。約
３年後に書道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺
産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディア出演
のオファーも多数。ベストセラーの『ポジティブの教科書』のほか、
著書は 50 冊を超える。２０１３年度文化庁から文化交流使に任命さ
れ、ベトナム・インドネシアにて、書道ワークショップを開催、17
年にはワルシャワ大学にて講演など、世界各国で活動する。近年、
現代アーティストとして創作活動を開始し、15 年カリフォルニアに
て、アメリカ初個展、19 年アートチューリッヒに出展、20 年には、
ドイツ、代官山ヒルサイドフォーラム、日本橋三越、大丸松坂屋（京
都店・心斎橋店）、GINZA　SIX、伊勢丹新宿店にて、個展を開催し、
盛況を博す。

公式ホームページ : https://www.souun.net/
公式ブログ【書の力】 : http://ameblo.jp/souun/
LINE ブログ : http://lineblog.me/takeda_souun/
Face book : https://www.facebook.com/souun.calligraphy?hc_
ref=SEARCH&fref=nf
Twitter : https://twitter.com/souuntakeda?lang=ja
Instagram : https://www.instagram.com/souun.takeda/?hl=ja

武田  双雲 
たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「躍進」

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、
　お出かけの際は事前にお確かめください。

fromagerie	ĺ avedone
(チーズ専門店・ラヴェドン)

〒320-0051 栃木県宇都宮市上戸祭町533-8
☎028-678-3370

営業時間／11:00～19:00  定休日／月・火
https://ameblo.jp/lavedone

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先
〒320－0806	宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所	会報「天地人」係
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には
　使用しません。

Ａ〜Fの文字を並べ替えて、ある言葉をつくってください
〈ヒント〉	スマホなどのアプリで配達などの仕事を単発で請け負う個人事業主をこう言います 1.

2.
3.
4.
5.
6.
8.
12.
14.
16.
17.
19.
20.
21.
22.

1.
3.
7.
9.
10.
11.
13.
15.
18.
21.
23.
24.
25.

昔日本が米国ワシントンに友好の印でサクラを贈り、米国からこの花木が贈られた
野球のプレーボール。守備の○○○がグラウンドに散った
茨城県と栃木県の県境を接する○○市
「仲間と信じていたあいつの○○○○によって大損害を受けた」などと
働かずにぶらぶらと遊んでいる「無為○○○○」の生活
最近の野党は○○○集散が目立ちますね
他の貝などを利用して住む甲殻類の生物
「最近子どもとの関係があまり○○○○いかなくてね」と親の嘆きも
焼いたパンの言い方
コアラがよく食べる葉を持つ木
ぐずぐずしていて働く気のない人「○○○○息子」などと
仕返しをして恨みを晴らすことを言う「○○○返し」「○○○晴らし」
夜のなかば、夜ふけのころ。昔の米映画に「真○○○のカウボーイ」もあった
お茶を飲みながらの気軽な話し合い
無駄な電気代を節約するため使わない時はスイッチを○○にしましょう

滝廉太郎作曲の「春のうららの隅田川〜」のタイトルは？
渡良瀬遊水池では○○○○○の繁殖が行われ、今年も2基の人工巣塔が
米国とカナダの国境にある有名な滝の名は？
「コラ！講義中に○○は他人に迷惑だから慎みなさい」などと
人々の生活程度や文化水準の程度。「あの国は○○○が高い」などと
裁判などで事実と異なることを故意に証言すること。「○○○○罪」になることも
キリスト教には大別としてこれとプロテスタントの流派があります
フランスの物理学者・化学者・ノーベル賞の第1号受賞者「○○○○夫人」
おしはかること。「相手の心中を○○○○○する」などと
切り立った崖の上からまっさかさまに落とすこと。プロレスの技にもこの名が
漢字では「鉈」。思い切った処理をする時には「大○○を振るう」などと
木片や竹片に文字や記号を書き2つに割仲間の印として双方に渡す札
アイヌ民族に伝わる口頭で伝承された叙事詩

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

ブ
ッ
カ
ジ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ

●	

以
下
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
鎌
倉

殿
の
13
人
』で
鎌
倉
時
代
に
注
目
が
集

ま
り
、
関
連
書
籍
が
た
く
さ
ん
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
本
書
も
そ
の
１
冊
で
す
が
、

元
は
１
９
８
２
年
に
出
版
さ
れ
た
定
評

あ
る
名
著
で
す
。

　

文
庫
化
に
際
し
、
改
め
て
最
近
の
研

究
結
果
を
盛
り
込
み
大
幅
に
加
筆
訂
正

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
、
源
氏
三

代
の
後
に
北
条
氏
が
権
力
を
握
り
武
家

社
会
を
支
配
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
本
書
を
読
む
と
執
権

北
条
氏
の
権
力
基
盤
は
決
し
て
強
い
も

の
で
は
な
く
、
政
敵
を
排
除
す
る
た
め

に
頼
朝
以
来
の
御
家
人
を
粛
清
し
続
け

た
、
血
塗
ら
れ
た
道
を
進
み
続
け
た
北

条
時
代
の
１
３
０
年
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

感
じ
と
れ
る
１
冊
を
ぜ
ひ
お
読
み
く

だ
さ
い
。

『
鎌
倉
殿
と
執
権
北
条
１
３
０
年
史
』

岡
田
清
一［
著
］

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫

１
２
０
０
円
＋
税

　

チ
ー
ズ
専
門
店
が
作
る
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
で
す
。開
業
か
ら
14
年
目
の
現

在
も
、
美
味
し
く
焼
け
る
よ
う
に
研
鑽

し
て
お
り
ま
す
。

　

チ
ー
ズ
の
パ
ワ
ー
が
あ
ふ
れ
つ
つ
、

で
も
ク
ド
く
は
な
い
。
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
も
ホ
ー
ム
メ
イ

ド
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
も
違
う
、
ラ

ヴ
ェ
ド
ン
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
量
り
売
り

を
中
心
に
、
手
作
り
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

や
お
惣
菜
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

 　

ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
用
意
し
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
移
動
販

売
も
し
て
い
ま
す
。

※
2
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
は
休
業
中
で
す

が
、
イ
ベ
ン
ト
的
に
『
時
々
カ
フ
ェ
』

と
称
し
た
D
o
g
カ
フ
ェ
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
D
o
g
カ
フ
ェ
の
営
業

日
は
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ブ
ロ
グ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

解答フォーム

チーズ専門店・ラヴェドン

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

会員
情報局

ど
ん
な
お
店
？

チーズ専門店のチーズケーキ
税込価格　3,000円

オンラインストア



　
「
百
目
鬼
」
と
い
う
化
け
物
を
御
存

じ
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
読
み
方
も

難
し
い
。「
ど
う
め
き
」
で
あ
る
。
昔
、

宇
都
宮
に
は
、
百
目
鬼
が
い
た
ら
し
い
。

い
く
つ
か
の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
よ
く
似
た
名
で
一
般
に
知
ら
れ
て

い
る
妖
怪
の
百ど

ど々

目め

鬼き

と
比
べ
る
と
、

宇
都
宮
の
百
目
鬼
は
な
か
な
か
ユ
ニ
ー

ク
だ
。

　

化
け
物
や
妖
怪
た
ち
は
、
江
戸
時

代
中
ご
ろ
か
ら
博
物
誌
な
ど
で
取
り
上

げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
見
聞
き
し
た
と
い

う
伝
聞
や
記
録
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
気

を
博
し
た
り
、
よ
り
身
近
に
実
感
さ
れ

た
り
し
て
き
た
。
百
々
目
鬼
は
、
妖
怪

画
集
と
も
い
え
る
鳥と

り

山や
ま

石せ
き

燕え
ん

の
『
今
昔

画
図
続
百
鬼
』（
1
7
7
9（
安
永
8
）

年
刊
行
）
に
登
場
す
る
。
そ
れ
は
、
盗

み
癖
が
あ
る
女
の
長
い
手
に
無
数
の
眼

が
現
れ
た
と
い
う
妖
怪
で
あ
り
、
石
燕

の
創
作
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
以
後
、

百
目
鬼
と
い
う
名
に
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
宇
都
宮
で
は
、
田
原
藤
太
藤

原
秀
郷
が
登
場
す
る
百
目
鬼
の
伝
説
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
宇
都
宮
に
い
た

秀
郷
が
田
川
の
方
へ
歩
い
て
い
く
と
、
突

然
白
髪
の
老
人
が
現
れ
馬
捨
場
で
待
っ

て
い
て
ほ
し
い
と
告
げ
る
。
そ
こ
で
待
つ

と
、
3
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
る
百
の

目
を
持
つ
鬼
が
現
れ
、
死
馬
に
食
い
つ
い

た
。
秀
郷
は
弓
を
引
き
鬼
の
胸
を
射

通
す
が
逃
げ
て
い
く
。
追
う
と
、
明
神

山
（
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
）
の
後
方
に

倒
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
体
か
ら
は
火

炎
が
、
口
か
ら
は
毒
気
が
吐
か
れ
て
い

て
近
寄
れ
な
い
。
翌
朝
確
認
す
る
と
、

鬼
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
約
4
0
0

年
後
、
塙
田
の
本
願
寺
に
は
奇
怪
な
こ

と
が
続
き
住
職
が
定
ま
ら
ず
に
い
た
が
、

や
が
て
徳
の
高
い
智
徳
上
人
が
住
み
、

熱
心
に
説
教
を
し
た
。
す
る
と
毎
日
美

し
い
女
が
通
っ
て
く
る
。
女
は
、
長
岡

の
岩
山
（
百
穴
古
墳
）
に
潜
み
、
回
復

を
図
っ
て
い
た
鬼
だ
っ
た
。
鬼
は
、
仕
上

げ
に
か
つ
て
こ
の
地
で
流
し
た
血
を
吸
い

取
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
説
教

を
聞
く
う
ち
に
改
心
し
、
角

を
折
り
、
爪
を
取
り
、
上
人

に
捧
げ
た
と
い
う
伝
説
で
あ

る
。

　

今
も
塙
田
に
「
百
目
鬼
通

り
」
が
あ
る
。
こ
の
鬼
が
倒

れ
た
場
所
と
も
い
う
が
、
現

地
に
は
、
昔
こ
の
辺
り
に
た
く

さ
ん
の
盗
賊
が
潜
ん
で
い
て
、

そ
の
ぎ
ら
ぎ
ら
し
た
多
く
の
目
に
ち
な

ん
だ
地
名
で
あ
る
と
い
う
別
の
伝
説
も

伝
わ
る
。

　

実
は
、
百
目
鬼
と
い
っ
た
地
名
は
古

く
か
ら
各
地
に
あ
る
。
数
は
少
な
い
が
、

姓
も
あ
り
、
そ
の
2
割
弱
は
宇
都
宮
在

住
で
、
茨
城
県
筑
西
市
に
次
い
で
多
い

ら
し
い
。
由
来
に
つ
い
て
は
、
水
の
流
れ

や
音
な
ど
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
説
が

あ
る
が
、
鬼
も
含
め
て
、
宇
都
宮
で
こ

れ
ほ
ど
に
意
識
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て

い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
百
目
鬼
に
関
わ
る
伝
説

は
ま
だ
あ
る
。
長
岡
の
百
穴
に
い
た
百

匹
の
鬼
の
頭
目
は
、
本
願
寺
で
仏
門
に

帰
依
し
、
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
本
願
寺
に
は
、
長
岡
に
住
み
、

百
目
鬼
と
呼
ば
れ
た
、
顔
に
百
程
の
ほ

く
ろ
が
あ
る
山
男
の
話
も
伝
わ
る
。
そ

し
て
、こ
れ
に
ま
つ
わ
る
百
目
鬼
の
姿
絵
、

水
晶
の
数
珠
、
鬼
の
爪
が
秘
蔵
さ
れ
て

い
る
。
10
年
に
一
度
御
開
帳
さ
れ
る
が
、

御
住
職
が
法
要
を
し
、
再
び
納
め
る
も

の
で
、
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
た
び
、
4
月
23
日
か
ら
栃

木
県
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
企
画

展
「
異
界
～
あ
な
た
と
ふ
い
に
つ
な
が
る

せ
か
い
～
」
に
て
初
公
開
の
運
び
と
な
っ

た
。
宇
都
宮
に
ゆ
か
り
強
く
、
独
特
な

百
目
鬼
を
実
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

あ
る
。
実
際
に
あ
な
た
の
目
で
ご
覧
に

な
って
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

うつのみや

歴史民俗
紀行

歴史民俗紀行
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第25回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20224月〜			 5月 卯月─皐月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

　「おもてなしギフトショップ」の商品は全国の商工会議
所会員の特産品・名産品やその地域にしかない隠れた
逸品ばかり。それらをすべて、産地直送でお届けします。
　大切なお取り引き先さまやご親族・お友達への贈り物
にご利用ください。

https://omotenashi-gift.jp

全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店

地域ブランドギフト専門店「全国おもてなしギフト」

全国おもてなしギフト産直
逸品

JAZZの街宇都宮の名産品の高級大谷石で作った
音符の置き時計　音楽好きの方へ

アースプリントの「JAZZ 時計」

宇都宮からも7店舗出店中 ！ ぜひご賞味ください。

おもてなしギフト

約２３０店舗、９５０アイテム掲載中！

百目鬼
宇都宮にゆかりの強いもの
栃木県立博物館  宮田  妙子

「百目鬼之姿絵」
（本願寺蔵・画像提供）
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今
回
取
り
上
げ
る
こ
の
人
物

は
、
小
説
や
ド
ラ
マ
に
は
め
っ
た

に
登
場
し
な
い
が
、
草
創
期
の
江

戸
幕
府
を
支
え
た
有
能
な
理
系

の
官
僚
と
し
て
注
目
す
べ
き
だ
ろ

う
。
豊
臣
政
権
で
い
う
と
、
長
束

正
家
あ
た
り
に
相
当
す
る
だ
ろ
う

か
。

　

松
平
正
綱
は
天
正
４（
１
５
７
６
）

年
、
徳
川
氏
の
家
臣
・
大
河
内
秀

綱
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
大

河
内
家
に
つ
い
て
は
、
三
河
の
武
士

で
縁
あ
っ
て
家
康
に
参
仕
す
る
よ

う
に
な
っ
た
、
以
上
は
記
す
こ
と

が
な
い
。
彼
が
家
康
に
見
い
だ
さ

れ
た
の
は
、
彼
個
人
の
働
き
に
よ

る
。

　

12
歳
の
時
、
家
康
の
命
で
松
平

正
次
の
養
子
と
な
っ
て
松
平
を
称

し
、
20
歳
ご
ろ
か
ら
家
康
に
近
仕

す
る
。
将
軍
職
を
辞
し
た
家
康
が

駿
府
城
に
入
る
と
、
正
綱
も
駿
府

へ
。
側
近
と
し
て
重
用
さ
れ
て
近

習
出
頭
人
と
な
り
、
計
数
に
明
る

か
っ
た
た
め
、
慶
長
14
（
１
６
０
９
）

年
ご
ろ
か
ら
勘
定
頭
（
後
の
勘
定

奉
行
）
の
任
に
就
い
た
。

　

家
康
が
亡
く
な
る
と
、
久
能

山
へ
の
埋
葬
に
従
事
。
元
和
３

（
１
６
１
７
）
年
の
日
光
へ
の
改
葬

に
も
付
き
従
っ
て
い
る
。
駿
府
城
に

遺
さ
れ
た
莫
大
な
遺
産
を
管
理
し
、

２
代
将
軍
・
秀
忠
の
下
で
も
勘
定

頭
と
し
て
活
動
。
家
康
が
育
て
た

駿
府
の
人
材
は
、
秀
忠
に
は
敬
遠

さ
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
彼
は
例
外
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
や
は
り
合
戦
で

手
柄
を
立
て
て
い
な
い
こ
と
が
ネ
ッ

ク
だ
っ
た
か
、
俸
禄
は
相
模
玉
縄

２
万
２
１
０
０
石
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

勘
定
頭
と
し
て
の
彼
の
権
勢
は

相
当
な
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
か

え
っ
て
災
い
と
な
り
、
３
代
・
家
光

の
時
に
失
脚
。
程
な
く
許
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
は
日
光
東
照
宮
の
造

営
に
注
力
し
た
。
20
年
以
上
か
け

て
東
照
宮
へ
の
参
道
に
杉
を
植
樹

し
た
。
現
在
の
日
光
杉
並
木
の
様

相
を
整
え
、
慶
安
元
（
１
６
４
８
）

年
に
73
歳
で
死
去
し
た
。
彼
の
お
い

で
、
才
を
見
込
ま
れ
て
養
子
と
な
っ

た
の
が
、
家
光
・
家
綱
時
代
の
補

佐
役
と
し
て
著
名
な
「
知
恵
伊
豆
」

こ
と
松
平
信
綱
で
あ
る
。

　

晩
年
の
家
康
が
愛
し
た
女
性
に

「
お
勝
の
方
」（
お
梶
、お
八
と
も
）

が
い
る
が
、
家
康
は
彼
女
を
正
綱

の
正
室
に
配
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

だ
が
お
勝
の
方
は
し
ば
ら
く
し
て

正
綱
と
別
れ
て
家
康
の
元
に
帰
っ

た
。
同
じ
男
性
と
し
て
は
同
情

し
た
く
な
る
よ
う
な
話
だ
が
、
彼

女
が
生
ん
で
夭よ

う
せ
つ折
し
た
市
姫
（
家

康
の
五
女
）
の
墓
が
大
河
内
家
ゆ

か
り
の
お
寺
に
あ
る
と
こ
ろ
を
見

る
と
、
二
人
は
離
別
後
も
一
定
の

交
遊
を
保
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

宇
宙
空
間
、
仮
想
空
間
を
テ
ー

マ
と
し
た
映
画
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世

界
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
の
内
容

の
記
事
・
特
集
が
、
昨
今
、
メ
デ
ィ
ア

で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、グ
リ
ー
ン
化
、デ
ジ
タ
ル
化
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
・
経
済
の
変
革
の
、
コ
ロ

ナ
禍
も
加
わ
っ
た
〝
潮
流
〟
の
中
で
、

現
在
の
居
住
環
境
で
あ
る
「
現
実
世

界
」
後
の
次
の
世
界
は
何
か
が
本
格

的
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
最
近
注
目

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
オ

ン
ラ
イ
ン
上
に
構
築
さ
れ
た
、
３
次
元

の
仮
想
空
間
や
そ
こ
で
の
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
を
指
す
〝
メ
タ
バ
ー
ス
［
注
１
］〟
の

「
メ
タ
」
は
哲
学
の
「
形
而
上
学
」
＝

〝m
etaphysics

〟
が
由
来
と
さ
れ
、

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、「
自
然
学
書

の
次
の
書
」
の
ギ
リ
シ
ャ
語
で
あ
る
〝ta 

m
eta ta physika

〟
のm

eta

（
＝

後
に
）
が
語
源
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
語
源
の
通
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
氏
が
同
社
を

「M
eta

」
と
い
う
社
名
に
変
更
し
た

こ
と
に
加
え
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
大

手
の
ゲ
ー
ム
企
業
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
を
買
収
す
る
な
ど
〝
後
の
世
界

（
＝
メ
タ
世
界
）〟
と
期
待
さ
れ
る
仮

想
空
間
で
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
の

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
が
民
間
ロ
ケ
ッ
ト

の
開
発
に
よ
っ
て
〝
メ
タ
世
界
〟
の
候

補
で
あ
る
宇
宙
空
間
で
の
資
源
開
発
、

観
光
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
拓
を
先
導

し
て
い
る
。
ま
さ
に
現
実
世
界
の
〝
メ

タ
世
界
〟
の
覇
権
争
い
が
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
よ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　

上
記
の
二
つ
の
空
間
は
、
熱
狂
的
な

い
わ
ゆ
る〝
フ
ァ
ン
〟層
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
中
の
多
く
の
人
々
を
引
き
付
け

る
魅
力
的
な
空
間
と
な
る
必
要
が
あ

る
。「
空
間
的
な
魅
力
」
と
い
う
点
で

は
、
宇
宙
空
間
は
、
体
験
す
る
に
は

訓
練
な
ど
の
長
期
に
わ
た
る
準
備
と

数
十
億
と
い
わ
れ
て
い
る
膨
大
な
費
用

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
割
に
は
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
居
住
環
境
は
地
上
と
比

較
し
て
居
心
地
が
優
れ
て
い
る
と
は
い

え
ず
、「
空
間
的
な
魅
力
」
は
低
い
と

い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
地
球
の
環
境

負
荷
を
低
く
す
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
拓
、
観
光
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
上
で
の
「
空
間
的
な
魅
力
」

は
高
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
反
し

仮
想
空
間
は
Ａ
Ｒ
（A

ugm
ented 

Reality

＝
拡
張
さ
れ
た
現
実
）
ま
た

は
Ｖ
Ｒ
（V

irtual Reality

＝
仮
想

現
実
）
を
実
現
す
る
ヘッ
ド
セ
ッ
ト
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
一
式
を
装
着
す
れ
ば 

一 

瞬
で
体
験
で
き
る
た
め
、「
空
間
的
な

魅
力
」
は
高
い
。
現
状
で
は
、
Ａ
Ｒ
と

Ｖ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
が
重
く
、
解
像
度
も
粗

く
、
人
間
の
五
感
の
全
部
を
満
た
さ
な

い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
仮
想
空
間
の
ビ
ジ
ネ

ス
面
で
の
「
空
間
的
な
魅
力
」
は

高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「T

he 
Sandbox

」
に
代
表
さ
れ
る
「
ブ
ロッ

ク
チ
ェ
ー
ン
ゲ
ー
ム
」（
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
技
術
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
）
で
は
、取
得
し
た
ア
イ
テ
ム
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
生
み
出

す
場
所
（
≒
不
動
産
）
が
、Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非

代
替
性
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ン
）
に
よ
っ

て
値
付
け
さ
れ
、
電
子
市
場
な
ど
を

経
由
す
る
こ
と
で
、
自
由
に
売
買
す

る
こ
と
が
で
き
る
仮
想
空
間
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

保
護
が
二
次
流
通
で
も
維
持
で
き
る

こ
と
か
ら
、
情
報
財
に
適
正
な
金
銭

的
対
価
を
消
費
者
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
、
経
済
成
長
に
結
び
付
く
可
能

性
が
あ
る
。

　

他
方
、
仮
想
世
界
へ
の
憧し

ょ
う
け
い憬
あ
る
い

は
傾
注
は
、
現
実
世
界
で
の
諸
々
の
不

合
理
・
不
都
合
な
こ
と
に
対
す
る
現

実
回
避
主
義
的
思
考
が
根
本
に
あ
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
仮
想
世
界

と
現
実
世
界
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、

現
実
世
界
の
社
会
・
経
済
の
構
造
が

将
来
に
わ
た
り
改
善
さ
れ
続
け
な
け

れ
ば
、
仮
想
世
界
の
未
来
も
明
る
く

は
な
ら
な
い
。
現
実
世
界
を
超
越
す
る

〝
メ
タ
世
界
〟
で
は
な
く
、
現
実
世

界
を
正
し
い
方
向
に
導
く
地
に
足
の
着

い
た
持
続
可
能
な
〝
メ
タ
世
界
〟
の

実
現
を
切
に
望
む
。

（
2
月
14
日
執
筆
）

［
注
１
］

「
メ
タ（M

eta

）」と「
ユニ
パ
ー
ス（U

niverse

）」と
の
造
語
。

『
現
実
世
界
』の『
次
の
世
界
』は
宇
宙
か
仮
想
世
界
か
株
式
会
社
大
和
総
研
　
金
融
調
査
部
　
主
席
研
究
員  

内
野 

逸
勢

潮流を読む

第13回

本郷　和人／ほんごう・かずと

　１９６０年東京都生まれ。83 年東京大学文学部卒業、88 年同
大学大学院単位取得退学。石井進氏と五味文彦氏に師事し、日
本中世政治史を専門とする。当為（建前、理想論）ではなく実情
を把握すべきとし、日本中世の「統治」のありさまに言及する著作
を発表している。従来の権門体制論を批判し、二つの王権論に立
つ。師の五味文彦氏と同様に書評も多く、中世や近世を扱ったさ
まざまなドラマ、アニメ、漫画の時代考証にも携わる。

戦
国
武
将
の

 

リ
ア
ル

「
勘
定
頭
と
し
て

 

有
能
だ
っ
た
松
平
正
綱
」

株式会社 大和総研　
金融調査部  主席研究員   内野 逸勢／うちの・はやなり

　１９９０年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。企業調査部、経営コンサルティング部、大蔵省財政金融研究所（１９９８～２０００年）
出向などを経て現職（金融調査部　主席研究員）。専門は金融・資本市場、金融機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主な著書・
論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』２０２０年５月、共著（主著）、『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10 年後に価値のある金融ビジネスとは何か？
～』２０１８年４月、共著（主著）、『ＪＡＬ再生　高収益企業への転換』日本経済新聞出版、２０１３年１月、共著。ＩＡＡＳＢ　ＣＡＧ（国際監査・保
証基準審議会　諮問・助言グループ）委員（２００５～２０１４年）。日本証券経済研究所「証券業界とフィンテックに関する研究会」（２０１７年）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所   

教
授   

本
郷
　
和
人

Real of Sengoku Warlords
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

4月
April

　　 MITOMAEBASHI
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　ウクライナとロシアの紛争の影響が非常に
大きくなっています。原油価格の高騰が著し
く、宇都宮ではガソリン1㍑ 170円超が常態
化しています。そのほかにも、石油製品や輸
送費などの面でも影響がでているので、さま
ざま業種業態で原油価格高騰の影響をうけているのではな
いでしょうか。
　中小企業もSDGsやカーボンニュートラルを本気で考え
なければいけない時期が、いよいよ迫ってきたのかもしれ
ませんね。
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「
ポ
ケ
ふ
た
」
は
、
人
気

ゲ
ー
ム
シ
リ
ー
ズ「
ポ
ケ
ッ

ト
モ
ン
ス
タ
ー
」の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

マ
ン
ホ
ー
ル
で
、
ポ
ケ
モ
ン

と
各
地
域
の
魅
力
発
信
を
目

的
に
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
も
の
が
全
国
各
地
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
今
回
北
関
東

で
初
め
て
宇
都
宮
市
に
３
枚

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
ポ
ケ
ふ

た
は
、
雷
や
大
谷
石
な
ど

宇
都
宮
市
の
特
色
あ
る
景
観

が
連
想
さ
れ
る
イ
ラ
ス
ト
が

描
か
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
向
け
位
置
情
報
ゲ
ー

ム「
P
o
k
é
m
o
n 

G
O
」

の
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ポ
ケ
ふ
た
が
設
置
さ

れ
た
各
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
設
置
場
所
】

◎
エ
レ
ブ
ー
と
ホ
シ
ガ
リ
ス

の
ポ
ケ
ふ
た
：
宇
都
宮

駅
東
公
園（
宇
都
宮
市
元

今
泉
5
-10
-1
）

◎
ラ
ク
ラ
イ
と
イ
ワ
パ
レ
ス

の
ポ
ケ
ふ
た
：
道
の
駅

う
つ
の
み
や
ろ
ま
ん
ち
っ

く
村（
宇
都
宮
市
新
里
町

丙
2
5
4
）

◎
ボ
ル
ト
ロ
ス
の
ポ
ケ
ふ

た
：
八
幡
山
公
園（
宇
都

宮
市
大
曽
2
丁
目
）

『ポケふた』、ゲットだぜ！

ポケふた
問合せ／宇都宮市役所観光交流課　☎028-632-2437

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください。

©Pokēmon. ©Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.

　

5
月
14
日
か
ら
敷
島

公
園
門
倉
テ
ク
ノ
ば
ら
園

（
群
馬
県
前
橋
市
敷
島
町

2
6
2
）
に
お
い
て
開
催

予
定
の
ば
ら
園
ま
つ
り
は
、

約
6
0
0
種
、
7
0
0
0

株
の
バ
ラ
が
園
内
を
埋
め

尽
く
し
ま
す
。
世
界
の
殿

堂
入
り
の
バ
ラ
を
全
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

バ
ラ
の
産
地
で
も
あ
る
前

橋
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ラ

も
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

春
の
ば
ら
園
ま
つ
り
は
6

月
5
日
ま
で
。
入
園
料
無

料
。

　

当
協
会
直
営
の
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト「
み
と
マ
ル
シ
ェ
」
で

は
、
水
戸
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
み
と
ち
ゃ

ん
グ
ッ
ズ
を
中
心
と
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、
今
後
は
各
種
企

画
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
限

定
コ
ラ
ボ
商
品
や
物
産
な

ど
も
展
開
予
定
で
す
。

　

グ
ッ
ズ
を
購
入
し
た
い

け
れ
ど
、
水
戸
ま
で
は
行

け
な
い
…
そ
ん
な
方
の
た

め
に
‼

　

ぜ
ひ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
♪

※
現
在
は
詳
細
を
企
画
中
で

す
。
最
新
情
報
は
、
主
催
者
発

表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

敷島公園ばら園まつり
-約600種、7000株のバラが見どころ！-

（一社）水戸観光コンベンション協会 直営ECサイト
「みとマルシェ」がOPENしました ! !

問合せ／前橋市公園管理事務所　
   ☎027-225-2116（平日のみ）

問合せ／一般社団法人 水戸観光コンベンション協会  
　　　　☎029-224-0441

前橋敷島公園ばら園まつり
（一社）水戸観光コンベンション協会

直営ECサイト 「みとマルシェ」

　

令
和
4
年
4
月
1
日（
金
）か
ら
栃
木

県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

※
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
へ
の
加

入
等（
第
12
条
）、
自
転
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
等
へ
の
加
入
の
確
認
等（
第
13
条
）

つ
い
て
は
、
令
和
4（
2
0
2
2
）年
7
月

1
日（
金
曜
日
）か
ら
施
行

　

 　

  

条
例
の
対
象
は
だ
れ
で
す
か
。

　

栃
木
県
内
で
自
転
車
を
利
用
す
る
全

て
の
方
が
対
象
で
す
。

　

宇
都
宮
市
健
康
づ
く
り
事
業
者
表
彰

は
、
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
市
内
事
業
者
を
表
彰

し
、
そ
の
取
組
内
容
を
広
く
周
知
す
る

こ
と
で
、
働
く
世
代
の
健
康
増
進
を
行

う
健
康
経
営
の
契
機
と
す
る
な
ど
、
社

会
全
体
の
健
康
づ
く
り
の
意
識
醸
成
を

図
る
も
の
で
す
。

栃
木
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

「
令
和
３
年
度　

宇
都
宮
市
健
康
づ
く
り
事
業
者
表
彰
」を
市
内
23
事
業
者
が
受
賞

　

 　

事
業
者
は
、
何
を
し
な
け

　

 　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

個
人
が
加
入
す
る
自
転
車
損
害
賠
償

保
険
等
は
、
業
務
で
の
事
故
に
対
応
し

て
い
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
業
務
上
の

賠
償
事
故
を
補
償
す
る
保
険
等（
施
設
所

有
管
理
者
賠
償
責
任
保
険
等
）へ
の
加
入

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
従
業
員
が
通
常

の
通
勤
方
法
で
自
転
車
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
時
は
、
保
険
の
加
入
の

有
無
に
つ
い
て
確
認
し
、
未
加
入
の
場
合

は
、
保
険
加
入
の
必
要
性
や
保
険
等
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

■
令
和
３
年
度
は
次
の
事
業
者
が
受 

　

賞
さ
れ
ま
し
た
。

㈱
阿
久
津
建
築
、
㈱
石
井
機
械
建
設
、

㈱
井
上
総
合
印
刷
、
宇
都
宮
文
化
セ
ン

タ
ー
㈱
、
㈱
エ
ー
ス
設
計
、
エ
ス
・
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
㈱
、
㈱
カ
ネ
ダ
、
㈱
公

共
用
地
補
償
研
究
所
、
㈱
小
牧
工
業
、

㈱
サ
ニ
ク
リ
ー
ン
宇
都
宮
、
㈱
相
互
電

設
、
高
全
工
業
㈲
、
谷
村
電
機
㈱
、
野

中
建
設
㈱
、
芳
賀
屋
建
設
㈱
、
Ｈ
Ａ
Ｍ

　

 　

 

業
務
で
自
転
車
を
使
用
す
る　

 

　
　

  

場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
保
険　

 

　
　

  

に
加
入
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

　

事
業
者
が
そ
の
事
業
活
動
と
し
て
自

転
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
事
業
活
動

中
の
自
転
車
事
故
を
補
償
す
る
保
険
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
事
業
者
向
け
に
販
売
さ
れ
て
い
る

「
施
設
賠
償
責
任
保
険
」等
の
名
称
の
保

険
商
品
が
、
該
当
す
る
保
険
に
当
た
り

ま
す
。

Ａ 

Ｔ
Ｅ
Ｃ
㈱
、
㈱
フ
ケ
タ
都
市
開
発
、

㈱
船
見
組
、
㈱
ベ
ル
電
気
設
備
セ
ン
タ
ー
、

㈱
美
雪
興
業
、
八
汐
電
気
㈱
、
㈲
山
崎

企
画
設
計
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
栃
木
支

社（
敬
称
略
、
50
音
順
）

前橋市
ホームページ ＥＣサイト「みとマルシェ」 https://310marche.stores.jp

協会けんぽ
ホームページ

自転車条例
Q&A

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
4
年
度

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
の

お
知
ら
せ

1.80％ 1.64％

健　　康
保険料率

介　　護
保険料率

現　行 令和4年
   4月納付分～

9.87％ 9.90％

Q

Q

Q

Q
＆
A（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
）

問合せ

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部

☎
0
2
8-

6
1
6- 

1
6
9
2

問合せ

宇
都
宮
市
保
健
所
　

健
康
増
進
課

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
2
8

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
ご
家

族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
協
会
け

ん
ぽ
栃
木
支
部
の
令
和
４（
２
０
２
２
）

年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
、
現
在
の
９
・

87
％
か
ら
９
・
90
％
へ
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。
ま
た
介
護
保
険
料
率
は
現
在

１
・
80
％
か
ら
１
・
64
％
へ
引
き
下
げ

と
な
り
ま
す
。
変
更
時
期
は
ど
ち
ら
も

令
和
４
年
４
月
納
付
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。
詳
細
は
協
会
け
ん
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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